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プレート境界に於ける大地震の発生サイクルを統一的に理解するための三次元物理モデルを構築し，大小二つ
の断層セグメントから成る複合断層系での地震サイクルのシミュレーションを行った．プレート相対運動に伴い各
セグメントで応力の蓄積が進行するが，そのレートの違いにより，先ず小さなセグメントが不安定破壊を起こす．
この小イベントによる弾性的な応力変化とそれに続く粘弾性的な応力再配分により，大きなセグメントの応力蓄積
過程は加速され，数年後に不安定破壊を起こす．このような弾性－粘弾性的断層間相互作用は，トルコの北アナト
リア断層で観測される，数年の時間差で連発する大地震の発生過程を理解する上で重要である． 
 
 
 


